
第２回町民検討委員会
ワークショップ
結果報告書

別海町



目的

2009年度（平成21年度）に策定された第６次別海町総合計画が、
2018年度（平成30年度）をもって終期を迎えます。
総合計画とは、別海町が目指すべき将来像を、10年先を見据えて総括
的に策定するものであり、その策定に住民の意見は欠かせません。
本ワークショップは、新たな総合計画を策定するにあたり、住民の方々
のご意見を広く反映すべく、全５回を開催するものです。
第２回となる今回のワークショップでは、「保健・医療・福祉」、

「地域コミュニティ」、「つながり・交流・ネットワーク」、「定住・
移住」の４つの分野について、現状の課題とこれからの別海町が目指す
姿の意見交換を行い、ワークショップでの住民の方々のご意見の中から、
新たに策定する別海町総合計画にふさわしい意見を選考し、反映させて
いただきます。
また、このような話合いを通して、まちづくりへの興味・関心の醸成、

協働によるまちづくりにつながれば幸いです。

概要

� 日 時：平成30年５月29日（火） 18：30～20：00

� 場 所：別海町役場庁舎１階 101・102号会議室

� 対 象：第７次別海町総合計画町民検討委員

� 主 催：別海町役場 総務部 総合政策課

� グループ：３グループ（Ａ班６名、Ｂ班６名、Ｃ班５名）

� テ ー マ ：住み続けたい別海町



当日のスケジュール

開会あいさつ（18：30～18：35）

ワークショップ討議
「住み続けたい別海町」

ディスカッション（18：45～19：10）

まとめ・閉会 （19：55～20：00）

休憩（19：10～19：20）

各グループ発表（19：45～19：55）

別海町まちづくりアンケート調査【概要版】の説明
（18：35～18：45）

ワークショップ討議
「住み続けたい別海町」

ディスカッション（19：20～19：45）



Ａ班

Ａ班のまとめ

現状や実体験

理想の想像

全く身内がいな
い高齢者

搾乳の時間に

子どもや高齢者
を見られない

福祉サービスの
アピール不足

高齢者施設
足りるか？

福祉

市民ができること行政がすべきこと

空き家の活用

情報が得られる
所の周知

発信力ある町民
と連携する

情報の集約
協力できる町民

の活用
資格がなくても
手伝えること

知識を得る機会
をつくり、周知

町民も情報発信
する

移住・定住、地域コミュニティを中心に意見交換を進めた。住む所が少ないという意見が多く、住みたい人
に向けた情報発信として、空き家や空室の情報をまとめて町などが発信した方がいい。町では情報発信がうま
くできていないところがあるので、もっと分かりやすく、町民にも情報発信する能力が高い人がいるので、そ
うした人とも連携して、情報を受けるだけでなく、町民からも発信していくとよいのではないかという意見が
挙がっていた。

住む所がない
（情報もない）

一戸建て希望者
が多い

住む所がないと
仕事も探せない

住居

ＨＰは情報が多
く、探しづらい

ＨＰだけでは
周知が不十分

情報

車があれば
なんとかなるが

移住

農家のニーズに
合ったサービス

心のこもった
サービス

福祉

移住

アプリで情報
発信

（改築等）業者
の情報を欲しい

「職」があるこ
と、起業支援

スピード感もっ
て（住居・職）
決められる

シェアハウス
作りたい

情報を得やすい

安く住める

移住

住居

情報

職

情報住居 福祉



Ｂ班

Ｂ班のまとめ

現状や実体験

理想の想像

情報不足

介護士不足

確保

質

産むところ
＝別海

医療体制

小児科の充実、
助産師の
レベルも

総合病院
介護報酬を
上げる

医療

市民ができること行政がすべきこと

町民の声を反
映させる病院

づくり
小児科に特化

町民参加型ボ
ランティアの

充実

行政の情報
提供

各地域に職員
配置（出張
所）、コミュ

ニティ

コミュニティ、
医療の充実が
移住につなが

る

移住

空き家マップ
作成

医療

教員住宅の
利活用

住に関する

相談へのワン
ストップ窓口

移住

移住・定住に関して、職と住居の情報が少ないということがあり、住居に関しては、空き家マップを町内会
とも連携しながら、町に作成してほしい。また、現状では難しいかもしれないが、空いている教員住宅が多く
あるので、それを利活用できないかという意見が挙がった。

職に関しては、ＩターンであってもＵターンであっても、起業したい人に対して支援を行ってはどうか。例
えば、空き店舗の紹介など、できることはいろいろあると思う。

地域等で取組
バラバラ（コ
ミュニティ）

地域ごとにハ
コ（支所）が
あると、人が
集まり、動く

移動スーパー

情報が入らな
い、誰にでも
優しいまちづ

くり

移住者への
職・住居の

紹介
家賃高い

助産師

空き家マップ
整備

移住者の

ニーズに対応
（一軒家）

Ｕターン希望
者への対応

小児科、難し
い出産への対

応

医師介護

出産
医療

地域コミュニティ

移住

介護

地域コミュニティ



Ｃ班

Ｃ班のまとめ

理想の想像

視点の違い、
見方の違い

各地域で

バス停まで、
家まで

スクールバス

楽しみが少な
い、何かは分
からない

地区ごとの
連携を強化

リーダー力を
発揮できる

自分たちで

決めることが
できる団体

健康で
生き続けて
もらうため

感性が失われ
る、少ない

年齢層ごとの
集まりを作る

小さい内から
学ぶことが

大事

つながり・交流・ネットワーク 地域コミュニティ

公共交通 その他保健

移住・定住に関して、住む場所が少ないため、使っていない教員住宅を解放することはできないか。また、
どこに空き家があり、誰に聞いたらよいのか分からないという意見も多く、行政や地域の商工会などで取りま
とめて発信していくとよいのではないか。

定住に関して、町を出て、中標津地域に家を建てる人が多いため、町有地を無料で提供できないかという案
もあった。

地域コミュニティに関して、別海町は広すぎて、各地域で独立している面もあると思われるので、地域ごと
の特色をつくった方がよいのではないか。各地域にリーダーをつくり、首長会議のような形で話し合ったり、
連絡を取り合ったりすることができないかという意見が挙がった。そのほか、働ける環境づくりや地域のこと
を教えられる人を育ててはどうかという意見が出ていた。

市民ができること行政がすべきこと

働ける
環境づくり

町有地を
タダで

教えることが
できる人を
育てる

使っていない
教員住宅を

解放

住居

教員は町内に
住んでほしい

地域ごとの
特色づくり

不動産情報の
充実

移住希望者の
受け入れ状況
をもっとオー

プンに

地域ごとの
特色をつくる

地域ごとの
リーダーの
集まりを開く

病院、医者、
小児科、
子どもを
産みにくい

福祉の労働
と賃金が
見合って
いない

老人福祉施
設は充実し
ているが、
人材不足

外部からの興
味に対して、
内部が無関心

町の自然のこ
とを町の人が
知らない

町民意識

コミュニティ
に若者が
入りづらい

リーダー的
人材の不足

その他

ボランティア
活動の参加が

少ない

運動不足、
ジム的な
ものがない

やりたい仕事
がない、若者
の求める労働
環境ではない

住む住宅が
ない

自衛隊員が町外に
住んでしまう

定住・移住

福祉 保健

現状や実体験

病気予防す
るために必
要なもの

バス停まで高
齢者はたどり
着けない

交通デマンド
の充実

観光など
海側に力を
入れすぎ

町内会の後継
者が育たない

親子で会合に
参加できない

町内会館の
利用

町内会

公共交通

医療

地域コミュニティ

広すぎるネッ
トワーク、独
立してしまう

地区ごとが

独立しすぎて
いる

地域間ネットワーク

団体同士の交
流が少ない、
青年部農⇔商

農協、商工青
年部の交流が

少ない

団体間交流

つながり・交流・ネットワーク

情報発信
定住・移住

つながり・交流・ネットワーク地域コミュニティ

バス停まで
来れない


